
　

現
在
、
高
山
村
議
会
は
、

12
名
の
定
数
に
対
し
て
１

名
の
欠
員
で
議
会
活
動
を

行
っ
て
い
る
状
態
で
、
２
期

連
続
無
投
票
当
選
と
な
り

ま
し
た
が
、
こ
の
状
態
は
全

国
的
な
現
象
で
高
山
村
だ

け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

昔
は
、
議
員
は
名
誉
職
と

し
て
地
区
推
薦
で
選
挙
に

立
候
補
し
て
頂
い
て
い
ま

し
た
が
、
議
員
報
酬
だ
け
で

生
活
す
る
の
は
難
し
い
等

の
理
由
で
、
会
社
を
定
年
退

職
さ
れ
た
方
が
議
員
に
な

ら
れ
る
ケ
ー
ス
が
増
え
て

い
ま
す
。

　

今
般
、
議
員
の
み
な
ら

ず
、
区
の
役
員
や
老
人
ク
ラ

ブ
の
役
員
の
引
き
受
け
手

が
な
か
な
か
見
つ
か
ら
ず
、

大
き
な
集
落
の
老
人
ク
ラ

ブ
が
相
次
い
で
脱
退
や
解

散
に
追
い
込
ま
れ
ま
し
た
。

過
日
、
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会

と
議
会
民
生
産
建
常
任
委

員
会
に
よ
る
懇
談
会
が
開

催
さ
れ
ま
し
た
が
、
こ
こ
で

も
、
会
員
を
獲
得
す
る
た
め

の
方
策
に
つ
い
て
、
活
発
な

意
見
が
制
限
時
間
を
超
え

て
交
わ
さ
れ
ま
し
た
。

　

村
組
織
と
し
て
、
ま
た
老

人
ク
ラ
ブ
と
し
て
成
り
立

つ
た
め
に
は
人
を
集
め
な

く
て
は
な
り
ま
せ
ん
。
加
入

促
進
運
動
を
展
開
し
、
４
支

部
の
入
会
に
こ
ぎ
つ
け
た

老
人
ク
ラ
ブ
に
敬
意
を
表

し
つ
つ
、
議
会
に
興
味
を

持
っ
て
頂
く
こ
と
を
目
的

に
、
議
会
報
充
実
の
た
め
６

名
に
モ
ニ
タ
ー
委
嘱
の
他
、

女
性
の
社
会
進
出
を
促
す

意
義
か
ら
も
、
老
人
ク
ラ
ブ

と
の
共
通
の
課
題
で
あ
る
、

女
性
に
参
加
し
て
い
た
だ

く
た
め
の
環
境
整
備
を
整

え
て
行
き
た
い
と
思
い
ま

す
。

　

老
人
ク
ラ
ブ
の
皆
様
に

は
、
懇
談
会
を
通
じ
、
お

互
い
の
共
通
す
る
課
題
が

良
く
理
解
で
き
た
こ
と
に

深
く
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
の
ま

す
ま
す
の
発
展
と
、
会
員
の

皆
様
の
ご
健
勝
と
ご
多
幸

を
祈
念
申
し
上
げ
、
挨
拶
と

い
た
し
ま
す
。

議
会
活
性
化
・

老
人
ク
ラ
ブ
会
員
増
強
に
つ
い
て

高
山
村
議
会
議
長　

松
本
　
茂
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12
月
２
日
に
小
布
施
町
の
老
人
福

祉
セ
ン
タ
ー
「
桃
源
荘
」
に
於
い
て
、

高
山
16
名
、
小
布
施
22
名
が
参
加
し

て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

マ
ス
目
に
向
か
っ
て
ス
テ
ィ
ッ
ク

で
ボ
ー
ル
を
打
ち
、
五
目
並
べ
の
よ

う
に
ボ
ー
ル
を
並
べ
る
と
良
い
の
で

す
が
、
そ
う
簡
単
に
は
い
か
な
い
も

の
で
す
。
せ
っ
か
く
良
い
と
こ
ろ
に

打
っ
て
も
、
相
手
が
い
る
の
で
出
さ

れ
て
し
ま
い
ま
す
。

　

ま
た
、
年
を
取
る
と
足
腰
や
体
全

体
を
安
定
さ
せ
て
い
ら
れ
な
く
な

り
、
ど
ん
な
競
技
も
思
う
よ
う
に
い

か
な
い
も
の
だ
と
つ
く
づ
く
感
じ
ま

し
た
。そ
れ
で
も
大
声
で
笑
っ
た
り
、

み
ん
な
楽
し
そ
う
で
し
た
。

　

競
技
終
了
後
の
懇
親
会
も
こ
の
盛

り
上
が
り
は
続
き
、
一
段
と
親
交
を

深
め
る
事
が
で
き
ま
し
た
。

　

１
月
21
日
㈫
、
昨
年
に
続
き
第

２
回
高
山
老
連
輪
投
げ
大
会
を
開

催
し
、
選
手
40
人
に
よ
る
熱
戦
が

繰
り
広
げ
ら
れ
ま
し
た
。

　

子
ど
も
か
ら
高
齢
者
ま
で
楽
し

め
る
輪
投
げ
で
す
が
、正
式
な
ル
ー

ル
に
従
っ
て
競
技
し
た
人
は
少
な

い
た
め
、
冒
頭
体
育
部
長
が
分
り

や
す
く
説
明
し
、
２
～
３
回
練
習

　

黒
部
長
寿
は
つ
ら
つ
サ
ロ
ン
会

は
、
体
操
や
ゲ
ー
ム
な
ど
を
取
り

入
れ
た
サ
ロ
ン
活
動
を
ベ
ー
ス
に
、

１
月
は
新
年

会
、
夏
に
は
、

育
成
会
の
子

ど
も
た
ち
と

ゲ
ー
ト
ボ
ー

ル
で
交
流
。

そ
の
後
会
員

が
持
ち
寄
っ

た
お
菓
子
や

　

１
月
15
日
～
16
日
、
湯
田
中
温

泉
に
て
新
年
役
員
会
を
開
催
。

　

こ
の
と
こ
ろ
毎
年
の
よ
う
に
続

く
異
常
気
象
は
、
二
〇
二
〇
年
東

京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
年
も
例
外
な

く
、
か
つ
て
な
い
暖
冬
で
周
り
に

は
ま
っ
た
く
雪
が
見
当
た
ら
な
い
。

そ
ん
な
景
色
の
中
を
、
老
連
会
長

の
運
転
す
る
マ
イ
ク
ロ
バ
ス
で
旅

館
に
向
か
う
。

　

到
着
早
々
会
議
を
行
い
、
次
期

役
員
改
選
に
向
け
て
の
課
題
と
年

度
末
ま
で
の
事
業
の
確
認
、
及
び

小
布
施
老
連
と
合
同
で
、
東
京
方

面
の
日
帰
り
旅
行
を
実
施
す
る
こ

と
を
決
定
。

　

一
旦
解
散
し
、
温
泉
で
さ
っ
ぱ
り

し
た
後
は
お
楽
し
み
の
新
年
会
に
。

カ
ニ
や
寿
司
、
そ
の
他
い
ろ
い
ろ
な

　

９
月
20
日
は
、
全
国
一
斉
老
人

ク
ラ
ブ
「
社
会
奉
仕
の
日
」
に
制

定
さ
れ
て
い
て
、
高
山
村
老
連
で

も
地
域
の
実
情
に
合
わ
せ
、
支
部

毎
に
奉
仕
活
動
を
行
い
ま
し
た
。

　

令
和
に
変

わ
っ
た
今
年

度
も
、
９
月

24
日
～
26
日

に
か
け
て
の

秋
季
大
会
と
、

２
月
17
日
～

20
日
に
か
け

て
の
冬
季
大
会
の
、
２
つ
の
ゲ
ー
ト

ボ
ー
ル
大
会
を
開
催
。
そ
れ
ぞ
れ
15

チ
ー
ム
が
参
加
し
て
熱
戦
が
繰
り
広

げ
ら
れ
ま
し
た
。

　

結
果
は
次
の
通
り
で
す
。

秋
季
大
会

　

優　

勝　

天
蕨

　

準
優
勝　

久
保
Ｂ

　

３　

位　

宮
関
Ｂ

冬
季
大
会

　

優　

勝　

久
保
Ａ

　

準
優
勝　

宮
関
Ｂ

　

３　

位　

紫

上
高
井
郡
老
連

上
高
井
郡
老
連

「
囲
碁
ボ
ー
ル
」
交
流
会

「
囲
碁
ボ
ー
ル
」
交
流
会

黒
部
黒
部は

つ
ら
つ
サ
ロ
ン
会

は
つ
ら
つ
サ
ロ
ン
会

新
年
役
員
会
開
催

新
年
役
員
会
開
催

社
会
奉
仕
の
日

社
会
奉
仕
の
日

秋
・
冬
秋
・
冬

ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
大
会
開
催

ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
大
会
開
催

し
た
後
に
競
技
を
開
始
し
ま
し
た
。

緊
張
の
為
か
初
回
は
得
点
が
伸
び

な
い
人
が
多
く
、
中
に
は
一
つ
も

入
ら
な
い
人
も
。
そ
れ
で
も
回
を

重
ね
る
ご
と
に
高
得
点
が
出
は
じ

め
、
３
つ
並
べ
を
４
列
作
っ
た
方

が
見
事
個
人
優
勝
に
輝
き
ま
し
た
。

　

競
技
後
の
懇
親
会
で
は
成
績
発

表
が
行
わ
れ
、
上
位
入
賞
に
び
っ

く
り
し
な
が
ら
も
、
周
り
と
祝
杯

を
揚
げ
る
姿
も
見
ら
れ
ま
し
た
。

　
「
と
っ
て
も
楽
し
い
の
で
、
も
っ

と
回
数
を
増

や
し
て
ほ
し

い
」
な
ど
の

声
も
聞
か

れ
、
次
に
つ

な
が
る
大
会

と
な
り
ま
し

た
。

なかなか入らない藤沢会長

喜びの優勝賞品授与

黒部のどりー夢で行った新年会

久保老盛会の奉仕活動

接戦で指示にも力が入る

微妙な判断を迫られる熱い戦い

料
理
が
食
べ
放

題
で
ア
ル
コ
ー

ル
も
飲
み
放

題
。
大
い
に
盛

り
上
が
り
、
最

後
は
桝
形
の
小

林
邦
英
さ
ん
の
お
肴
で
「
北
信
流
」

を
行
っ
た
が
、
見
事
な
謡
に
会
場
に

居
合
わ
せ
た
一
般
客
か
ら
も
一
斉
に

拍
手
が
起
こ
っ
た
。

　

三
月
ま
で
の
奮
闘
を
誓
っ
て
の

楽
し
い
新
年
役
員
会
と
な
っ
た
。 謡の先生 小林邦英氏

第２回第２回
輪投げ大会開催輪投げ大会開催

ジ
ュ
ー
ス
、
コ
ー
ヒ
ー
な
ど
を
一
緒

に
飲
み
な
が
ら
、
会
員
も
童
心
に

戻
っ
て
子
ど
も
た
ち
と
楽
し
く
、
会

話
に
花
を
咲
か
せ
ま
す
。

　

ま
た
、
秋
に
は
奉
仕
の
日
に
合

わ
せ
て
清
掃
な
ど
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
活
動
を
し
、
ご
苦
労
会
を
兼
ね

て
サ
ロ
ン
会
を
開
く
な
ど
、
季
節

に
応
じ
て
変
化
を
付
け
て
い
ま
す
。

　

長
寿
は
つ
ら
つ
サ
ロ
ン
会
の
名

の
ご
と
く
、会
員
同
士
が
助
け
合
っ

て
明
る
く
元
気
な
毎
日
を
目
指
し
、

少
し
で
も
体
を
動
か
し
て
健
康
で

楽
し
く
は
つ
ら
つ
と
過
ご
せ
る
よ

う
、
頑
張
っ
て
い
き
た
い
と
思
い

ま
す
。
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の
目
的
地

は
、「
焼
津

さ
か
な
セ
ン

タ
ー
」。
昼

食
を
と
っ
て

か
ら
買
い
物

を
す
る
。
と

に
か
く
大
き

な
建
物
で
全

部
を
見
て
回

る
に
は
半
日
も
か
か
り
そ
う
な
ほ

ど
。
バ
ス
の
ト
ラ
ン
ク
も
お
み
や

げ
で
い
っ
ぱ
い
に
な
っ
た
。

　

焼
津
イ
ン
タ
ー
か
ら
高
速
に
乗

り
一
路
高
山
村
へ
。
予
定
通
り
の

時
間
に
帰
宅
。
実
り
の
あ
る
研
修

旅
行
だ
っ
た
。

　

早
朝
６
時
、

参
加
者
47
名
、

満
席
の
バ
ス

の
旅
の
始
ま

り
。
最
初
の

見
学
地
は
富

士
山
世
界
遺

産
セ
ン
タ
ー
。

逆
さ
富
士
を

模か
た
ど

っ
た
建
物

は
、
池
に
映
る
と
富
士
山
の
形
に
。

中
は
ら
せ
ん
状
の
薄
暗
い
ス
ロ
ー
プ

で
、
富
士
登
山
を
体
感
で
き
る
よ
う

　

２
月
７
日
、
村
議
会
民
生
産
建

常
任
委
員
会
と
老
連
の
懇
談
会
が

開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

議
会
側
は
、
西
條
民
生
産
建
委

員
長
、
西
原
副
委
員
長
と
松
本
議

会
議
長
が
参
加
。
老
人
ク
ラ
ブ
側

は
本
部
役
員
と
女
性
部
。
ま
た
、

役
場
と
社
協
か
ら
、
宮
川
村
民
生

活
課
長
、
荒
井
議
会
事
務
局
長
、

牧
社
協
事
務
局
長
に
も
ご
参
加
い

た
だ
き
ま
し
た
。

　

高
山
老
連
の
会
員
増
強
へ
の
取

組
は
、
議
会
の
定
数
割
れ
か
ら
の

脱
却
を
図
る
取
組
と
も
通
じ
る
も

の
が
あ
り
、
特
に
女
性
の
参
加
に

つ
い
て
は
、
互
い
に
大
き
な
課
題

と
な
っ
て
い
る
こ
と
も
浮
き
彫
り

に
な
り
ま
し
た
。

　

一
方
、
老
人
ク
ラ
ブ
の
活
動
は

高
齢
者
の
介
護
予
防
に
も
つ
な
が

る
た
め
、
介
護
保
険
制
度
を
維
持

す
る
た
め
の
、重
要
な
役
割
を
担
っ

て
い
る
こ
と
も
確
認
す
る
こ
と
が

出
来
ま
し
た
。

　

11
月
７
日
、

朝
４
時
30
分

起
床
。
こ
ん

な
に
早
起
き

す
る
の
は
潮

干
狩
り
以
来

だ
。
早
め
に

乗
車
場
所
へ

行
き
予
定
時

刻
に
は
バ
ス
に
乗
車
。
須
坂
長
野
東

イ
ン
タ
ー
か
ら
高
速
に
乗
り
、
最
初

の
目
的
地
「
富
士
山
世
界
遺
産
セ
ン

タ
ー
」
に
到
着
。
逆
さ
富
士
の
形
を

し
た
建
物
の
中
を
見
学
し
な
が
ら
屋

中
原
ふ
れ
あ
い
ク
ラ
ブ

　

夏
目
　
花
子

紫
寿
会　

須
加
尾
　
正
男

風
景
の
パ
ネ
ル
を
配
置
。
登
り
切
る

と
雪
化
粧
を
し
た
本
物
の
富
士
山
が

現
れ
、
思
わ
ず
感
動
の
世
界
に
引
き

込
ま
れ
ま
し
た
。

　

昼
食
の
あ
と
日
本
平
夢
テ
ラ
ス

へ
。
到
着
す
る
と
あ
た
り
は
外
国

の
人
で
い
っ
ぱ
い
。
不
思
議
に
思

い
清
水
港
に
目
を
や
る
と
大
き
な

豪
華
客
船
が
。
に
ぎ
や
か
な
の
も

納
得
。
上
か
ら
富
士
山
と
駿
河
湾

を
眺
望
。
こ
れ
ま
た
感
動
の
世
界
。

す
ば
ら
し
い
眺
め
で
し
た
。

　

わ
さ
び
工
場
を
見
学
後
「
焼
津

黒
潮
温
泉
」
へ
。
小
高
い
山
の
上

に
建
つ
五
つ
星
の
ホ
テ
ル
は
全
室

オ
ー
シ
ャ
ン
ビ
ュ
ー
。
真
っ
赤
な

夕
陽
を
眺
め
た
後
は
宴
会
場
へ
。

テ
ー
ブ
ル
に
は
一
人
ひ
と
り
に
舟

上
ま
で
上
が
り
、
富
士
山
を
バ
ッ
ク

に
記
念
撮
影
を
す
る
。

　

途
中
で
昼
食
を
取
っ
た
後
、「
日

本
平
夢
テ
ラ
ス
」
へ
。
富
士
山
と

駿
河
湾
の
眺
望
を
楽
し
ん
で
か
ら

わ
さ
び
工
場
の
見
学
を
し
、
宿
泊

の
焼
津
黒
潮
温
泉
に
は
少
し
早
目

に
到
着
。

盛
り
を
は
じ
め
と
し
た
豪
華
な
料

理
が
並
ん
で
、「
始
め
の
30
分
は
料

理
を
頂
く
よ
う
に
」
と
の
会
長
の

あ
い
さ
つ
も
あ
り
、
じ
っ
く
り
味

わ
う
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
そ
の

後
は
飲
む
ほ
ど
に
歌
う
ほ
ど
に
楽

し
い
宴
会
と
な
り
ま
し
た
。

　

二
日
目
は
、
海
か
ら
上
る
太
陽

を
目
に
焼
き

付
け
お
茶
工

場
へ
。
見
学

後
、ギ
ネ
ス
認

定
木
造
歩
道

橋
「
蓬
莱
橋
」

へ
。
長
さ
は

８
９
７
・
４
ｍ

（
厄
無
し
）で
、

快
晴
の
中
縁

　

宴
会
の
時
間
ま
で
く
つ
ろ
い
で

か
ら
会
場
に
行
く
と
、
さ
す
が
に

五
つ
星
の
宿
、
目
の
前
に
並
ん
だ

料
理
の
豪
華
さ
に
驚
い
て
し
ま
っ

た
。
飲
ん
だ
り
食
べ
た
り
歌
っ
た

り
と
、
楽
し
い
宴
会
だ
っ
た
。

　

翌
日
は
お
茶
工
場
の
見
学
か
ら

始
ま
り
、
ギ
ネ
ス
に
も
認
定
さ
れ

た
世
界
一
長
い
木
造
歩
道
橋
へ
。

と
に
か
く
長
い
、
渡
り
始
め
た
が

途
中
で
引
き
返
し
て
し
ま
っ
た
。

　

次
は
こ
の
旅
の
最
大
の
目
的
で

あ
る
大
井
川
鉄
道
の
Ｓ
Ｌ
だ
。
新

金
谷
駅
か
ら
急
行
「
か
わ
ね
路
１

号
」
に
乗
車
。
乗
車
時
間
は
30
分

ほ
ど
だ
っ
た
が
、
窓
の
外
を
眺
め

て
い
る
と
、
何
十
年
も
前
の
思
い

出
が
よ
み
が
え
っ
て
き
た
。
最
後 世界一長い木造歩道橋を体感

富士山世界遺産センター

映画に使われたレトロな客車

熱心な意見交換となった懇談会

最上階から見る富士山

発車前 SL に見入る参加者

豪華な料理で盛大な宴会

富
士
山
堪
能
静
岡
の
旅

富
士
山
堪
能
静
岡
の
旅

村議会議員との懇談会

高
山
老
連
研
修
旅
行

高
山
老
連
研
修
旅
行

起
の
良
い
橋

を
途
中
ま
で

歩
い
て
み
ま

し
た
。

　

次
は
大
井

川
鉄
道
Ｓ
Ｌ

に
乗
車
。
ユ

ニ
ー
ク
な
車

内
案
内
を
聞

き
な
が
ら
昔

懐
か
し
い
修
学
旅
行
気
分
を
楽
し

み
ま
し
た
。

　

最
後
は
海
産
物
の
お
買
物
。
バ

ス
の
荷
室
は
あ
っ
と
い
う
間
に

い
っ
ぱ
い
に
。
ベ
テ
ラ
ン
ガ
イ
ド

さ
ん
、
安
全
に
運
行
し
て
い
た
だ

い
た
運
転
手
さ
ん
に
感
謝
し
な
が

ら
、
楽
し
い
旅
と
な
り
ま
し
た
。

（3）　令和 2 年 3 月 31 日　発行 第　52　号



令和元年度 令和元年度 高山村老人クラブ連合会決算書高山村老人クラブ連合会決算書
収 入 金 額
支 出 金 額
差 引 残 額

1,389,109 円
996,883 円
392,226 円

項　　目 本年度予算額 本年度決算額 比較増減 説　　明
分　担　金 160,000 151,500 △ 8,500 303 人 × 500 円

助　成　金 580,000 580,280 280 村・社協からの助成金

特別分担金 190,000 264,400 74,400 総会、各大会参加費

繰　越　金 319,844 319,844 0 前年度より

雑　収　入 30,156 73,085 42,929 祝儀、斡旋物資手数料

合　　　計 1,280,000 1,389,109 109,109

項　　目 本年度予算額 本年度決算額 比較増減 説　　明

総　会　費 110,000 115,160 5,160 総会費用

会　議　費 80,000 71,511 △ 8,489 役員会、理事会、他

手　　　当 61,000 61,000 0 役員手当

旅　　　費 25,000 0 △ 25,000 台風 19 号災害の為県大会中止

研　修　費 140,000 77,958 △ 62,042 郡老連総会、郡交流会、新年役員会

需　用　費 20,000 11,532 △ 8,468 事務通信費、ファイル、封筒

社会奉仕費 15,000 15,804 804 花いっぱい運動諸費用

福　祉　費 5,000 0 △ 5,000
旅　行　費 65,000 51,874 △ 13,126 研修旅行、皇居参観助成

体　育　費 200,000 221,066 21,066 各大会賞品・スポーツ交流会費

女 性 部 費 10,000 2,800 △ 7,200 県老連女性部研修会参加費

教 養 部 費 150,000 149,610 △ 390 会報編集、印刷代

支部活動費 60,000 60,000 0 各支部へ助成

加入促進費 180,000 86,260 △ 93,740 各支部へ助成、須坂新聞広告

育　成　費 60,000 36,000 △ 24,000 旅行多数参加、長寿サロン、助成

負　担　金 30,000 26,308 △ 3,692 県老連負担金

雑　　　費 10,000 7,000 △ 3,000 祝儀、御礼他

予　備　費 59,000 3,000 △ 56,000 賀詞交歓会３名参加費

合　　　計 1,280,000 996,883 △ 283,117

（単位：円）

（単位：円）

●収入の部

●支出の部

（
編
集
委
員
）

  

戸
田
　
富
雄 

　
内
山
　
　
博

  

須
加
尾
正
男 

　
真
島
　
武
雄

  

小
林
　
邦
英 

　
湯
本
　
眞
也

　
異
例
の
暖
冬
に

加
え
、
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の

ニ
ュ
ー
ス
で
、
予

想
外
の
年
初
め
と

な
り
ま
し
た
。

　
私
た
ち
教
養
部

員
は
、
慣
れ
な
い
中
編
集
に
携

わ
っ
て
き
ま
し
た
。
役
員
改

選
に
あ
た
り
寄
稿
し
て
い
た
だ

い
た
方
々
に
感
謝
申
し
上
げ
ま

す
。

令和元年度
行事報告

行　
　
　
事

４月

正
副
会
長
会

役
員
会
（
理
事
・
女
性
部
）

皇
居
参
観
旅
行

５月

監
事
・
正
副
会
長
会

第
59
回
定
期
総
会

花
い
っ
ぱ
い
運
動
苗
配
布

第
１
回
囲
碁
ボ
ー
ル
大
会

６月

シ
ル
バ
ー
人
材
交
流
マ
レ
ッ
ト

上
高
井
郡
老
連
役
員
会

県
老
連
ブ
ロ
ッ
ク
研
修
会

７月

県
老
連
女
性
指
導
者
研
修
会

花
い
っ
ぱ
い
運
動
審
査
会

８月

理
事
会
・
教
養
部
会
・
防
犯
教
室

第
26
回
寿
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
大
会

第
21
回
マ
レ
ッ
ト
ゴ
ル
フ
大
会

上
高
井
郡
老
連
総
会
・
交
流
会

９月

県
老
連
マ
レ
ッ
ト
ゴ
ル
フ
大
会

社
会
奉
仕
の
日

第
20
回
秋
季
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
大
会

老
連
便
り
第
51
号
発
行

行　
　
　
事

10月

花
苗
の
配
布

11月

研
修
旅
行（
静
岡
県
大
井
川
鉄
道
）

監
事
・
正
副
会
長
会

12月

上
高
井
老
連
囲
碁
ボ
ー
ル
交
流
会

県
老
連
代
表
者
会
議

１月

正
副
会
長
会
・
教
養
部
会

新
年
役
員
会

第
２
回
輪
投
げ
大
会

２月

議
会
と
の
懇
談
会

第
24
回
冬
季
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
大
会

教
養
部
会
・
正
副
会
長
会

３月

決
算
監
査
会

理
事
会

老
連
便
り
第
52
号
発
行

引
継
会

令
和
元
年
度

村
等
の
要
請
に
よ
り
参
加
し
た
事
業

５月

独
り
暮
ら
し
高
齢
者
料
理
教
室

６月

部
落
解
放
人
権
政
策
確
立
要
求

須
高
地
区
大
会

７月

世
代
間
交
流
事
業（
七
夕
飾
り
作
り
）

青
少
年
健
全
育
成
推
進
大
会

11 月

独
り
暮
ら
し
高
齢
者
料
理
教
室

12月

差
別
を
な
く
す
村
民
集
会

１月

世
代
間
交
流
事
業（
繭
玉
づ
く
り
）

22

8

21 9 11 272

5 624 172327

2610

20

719217 13 4

195

17 〜20 7 〜 815 〜 16

192631〜 9/124 〜26

31 31

20 1825

1023

1017 10

23

高山村老人クラブ連合会では会員を募集しています
会員になり、生き生きとしたシニアライフ（高齢期の生活）を実現しましょう
①地域に新しい仲間ができます。	 ②体力の維持・健康の増進になります。
③知識や経験を生かし、新しい能力の発揮ができます。	 ④社会活動への参画と貢献ができます。
⑤心の安らぎや充実感が得られます。

（次年度へ繰り越し）

令和 2 年 3 月 31 日　発行　（4）第　52　号


